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概要 
（100～150 字程度） 

ストレスと炎症誘導機構の関係の詳細を解明するためにそれぞれ

の持つ患者由来、マウス病態モデル由来の検体、それらの解析デ

ータやそれらの解析手法を共有して共同研究を実施する。 
 

研究目的 
（300 字程度） 

内分泌臓器はストレスを感知し、様々なホルモンを分泌して⽣体

の恒常性を維持する。⼀⽅でホルモンの不均衡は、副腎組織の形

態的変化を介してストレス応答の破綻を引き起こし、副腎由来ホ

ルモン分泌の不均衡や副腎腫瘍の形成、および糖尿病や動脈硬化

症など様々な炎症性の加齢関連疾患を引き起こす可能性があ 

ることが知られている。村上研はこれまで、⾃⼰免疫疾患を含む

炎症性疾患の研究を推進してきており、その過程で独⾃のモデル

を⽤いて、慢性ストレスが特異的な神経回路の活性化を介して脳

内の特定の⾎管領域でIL-6 アンプ(NF-κB とSTAT3 の同時活性化

によるNF-κB 過剰活性化機構)を誘導し、その結果⽣じた迷⾛ 

神経を含む⼀連の神経回路の活性化が末梢臓器である上部消化管

や⼼臓の機能不全を誘導すること(ストレスゲートウェイ反射)

や、神経病変を呈する全⾝性エリトマトーデスの病態形成にスト

レスが関与することを明らかにしてきた。また、ゲノムワイド解

析により、IL-6 アンプを誘導あるいは制御する1,000 個以上もの

遺伝⼦を同定し、それらいくつかの分⼦が実際の慢性炎症性疾患

患者の⾎清・尿中で増加し、新規のバイオマーカーあるいは 

治療標的となる可能性を⽰してきた。本研究では主に、形態学的

異常を含むストレス依存的な副腎組織の変容やホルモンバランス

の不均衡がIL-6 アンプによって引き起こされるか、村上研がルー

ティンで利⽤している慢性ストレス負荷マウスモデルを⽤いて調

べることを⽬的とする。 



研究内容・成果 
（1000 字程度・Web 会議の回数

も記載） 

メール、Web による複数回の打ち合わせの後、遺伝子病制御研究

所にて、小川研と村上研のこれまでの研究の流れ、成果を紹介し、

議論し、ストレスと炎症病態が緊密に関連することを確認した。 
その後、村上研にて睡眠障害モデルを用いて副腎、副腎由来の蛋

白の解析を実施して特に自己免疫モデルにてそれらが増強する可

能性が示唆されている。 
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